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太陽からやってくる宇宙プラズマと地球の電離大気・中性大気の間の相互作用は、地球のまわりの身近

な宇宙空間（ジオスペース）で発生する諸現象を作り出す。本プロジェクトでは、地上観測を有機的に

結合させてネットワーク化し、人工衛星観測と組み合わせることにより、地球周辺の宇宙プラズマ－電

離大気－中性大気間の結合過程とその間のエネルギー・物質のやりとりを研究する。また、長期モニタ

リングが可能な地上観測の特性を生かして、極大期・極小期を包括する長期的な観測を行い、太陽活動

が地球大気に与える影響を明らかにする。 

 
 
平成 23年度の代表的な研究活動 
 
１．カナダ・アラスカでのオーロラ・大気光の光学観測 
カナダ・レゾリュートベイ及びアサバスカに設置された全天カメラ、

掃天分光フォトメータ、誘導型磁力計の観測は継続的に行っている。

これらのデータはホームページを開設して公開している。アドレスは、

http://stdb2.stelab.nagoya-u.ac.jp/omti/canada.html である。また、
平成 24年 2月にカナダで高感度の EMCCDカメラと VLF電波受信
器とのキャンペーン同時観測を行い、VLF 電波に関しては引き続き
定常観測に移行した。 
 
２．内部磁気圏を探査する小型衛星 ERGの検討 
宇宙科学研究所が進める小型衛星計画 SPRINT-B/ERG計画に参加し、プロジェクト2のメンバーは、
サイエンス計画の立案、連携地上観測の推進に中心的な役割を果たしている。平成 24年 3月 5-6日に
ERG研究集会を開催するなど、ERG衛星に関する連携についての議論を行うとともに、海外の関連す
るジオスペース探査計画との情報交換を進めた。 

図１．カナダ・アサバスカ観測

点に設置された VLFアンテナ。
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３．北海道陸別短波レーダーの観測 
平成 18 年 12 月より定常観測を開始した北海道-
陸別短波レーダーは、平成 23年度も定常観測を継
続した。この観測から、太陽フレアに伴う電離圏

のエコー消失の詳細解析を行い、この消失の開始

時に 1 分程度の短い時間に観測される速いドップ
ラー速度が、F層の電子密度上昇ではなく D層の
電子密度上昇によって引き起こされていることを

明らかにした。また、2011年東北太平洋沖地震後
に観測された電離圏擾乱の詳細な解析を行い、地

震後 10-20分後に 3.5-6.2 km/sの速度で伝搬する、
速度分散性を持つ変動が存在することを明らかに

した。 
 

 
４．ナトリウムライダーによる極域下部熱圏・中間圏の観測 
 ノルウェー・トロムソ（北緯 69.6 度、東経 19.2 度）に設置した新ナトリウムライダーは、平成 22
年年 10月 1日から大気温度観測を開始した。時間分解能 10分で、高度領域 80 kmから 110 kmにて、
良質な大気温度データが取得されている。新ナトリウムライダーは、全固体レーザーを用いることによ

り、安定したシステムとして運用されている。平成 23 年度も引き続き冬期の連続観測をおこない、特
に平成 23年 10月には 5方向ビームでの観測を初めて行った。 
 
５．CAWSES-II TG4の推進 
 本プロジェクトは ICSU傘下の国際組織 SCOSTEPが推進する国際プロジェクト CAWSES-II（太陽
地球系の気候と天気、2009-2013）の協力をうたっている。特にこの CAWSES-II の４つのタスクグル
ープのうちの TG4「What is the geospace response to various inputs from the lower atmosphere?」
は、本プロジェクトと密接な関係にある。本プロジェクトのメンバーはこの TG4 の国際リーダーとし
て TG4ニュースレターの発行（3回）、メーリングリストの整備、COSPARでのビジネス会合の開催（平
成 23年 7月）、ペルーでの国際ワークショップの開催（平成 24年 3月）、地球惑星科学連合でのセッシ
ョンの開催協力などを積極的に推進した。 
 
６．EISCATレーダー受信機の開発 
 ノルウェー・トロムソにある欧州非干渉散乱(EISCAT)レーダーを用いてより高い精度の電離圏物理
量を測定するための受信機を開発している。平成 23 年 9 月に本経費でノルウェーに輸送し、レーダー
に接続したテスト観測を実施して安定動作を確認した。また流星により電離した大気の測定データを用

いて、受信機の性能評価を行った。 
 
 
予算・決算 
予算額：センター運営経費：680,000円 
支出額：センター運営経費：680,000円 
支出内訳 
センター運営経費 
 ERG関係旅費・消耗品費：20万円 
 北海道レーダー関係旅費：18万円 
 ライダー開発経費 ：18万円 
 EISCAT受信器関連経費：12万円 

図２．北海道陸別短波レーダーで観測さ

れた東北太平洋沖地震後の電離圏変動。 
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